
令和５年度 学校経営方針 
宇佐市立宇佐小学校 

１．学校経営の基本方針                             

 （１）憲法、教育基本法、学校教育法の精神及び学習指導要領に基づき、県教育委員会、教育事務

所、市教育委員会の指導方針及び「宇佐市立学校人権教育方針」「宇佐市部落差別解消の推進

に関する学校教育指導方針」を根幹とし、人間尊重と平和社会実現の願いを基本理念とした教

育の確立を図る 

（２）児童の特性や実態に立ち、規律ある集団の中で心身ともに健康な児童の育成に、学校・家

庭・地域が協働して取り組む。 

２．学校教育目標 

 

 

 

３．めざす学校・児童・教職員像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．本年度の重点目標と取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

多様な関わりの中で学び合い、未来に向かってたくましく生きる 宇佐っ子の育成 

 

めざす児童像 

○学び合い、自分の力を伸ばす子ども（かしこい子） 

○違いやよさを認め合い、支え合う子ども（やさしい子） 

○目標や夢に向かって努力する子ども（たくましい子） 

 

―「チーム宇佐小」指導体制の充実― 

１．授業力の向上をめざす研修の充実  

２．ICT 活用よる授業づくりと校務の効率化 

３．タブレット、学校ＨＰ、安全メールの活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)基礎・基本の確実な定着 

(2)学び合いの楽しさを実感できる授業 

(3)基本的生活習慣の定着 

(4)家庭学習・読書の定着 

 

 

(1)主体的・対話的で深い学びの授業の工夫 

(2)生徒指導の 3 機能を意識した授業 

(3)違いやよさを認め合える場の設定 

(4)家庭でのコミュニケーション 

(1)差別やいじめを許さない集団づくり 

(2)目標や夢に向かって努力する力 

(3)地域と共に「宇佐」を愛する心 

(4)家庭内の協働体験による有用感 

 

めざす学校像 

○学び合い、確かな学力をつける学校 

○あいさつ・笑顔・活気に満ちた学校 

○家庭・地域と協働する学校 

 

めざす教職員像 

○わかる授業、楽しい学校を創造する教職員 

○「チーム宇佐小」の一員として協働し、元気な教職員 

○人権感覚を磨き、工夫して効率よく働く教職員 

―教育課程の実施・学校評価による検証― 

１．学校の課題に直結した目標や取組の設定と短期の改善   

２．全教職員への重点的取組の徹底と個人目標との連鎖 

３．目標共有による家庭・地域との協働                 

みんなで「徹底」 

・個に応じた指導の工夫改善 

・人間関係づくりプログラム 

・笑顔宣言の取り組み 

・挨拶、丁寧な言葉づかい 

・ 

 

・学力定着旬間の充実 

・ＩＣＴ機器・図書館の活用 

宇佐小キャッチフレーズ 

気づき  考え  やってみる 

宇佐っ子 

目標達成に向けた組織的な取組と働き方改革の推進 

 

【家庭・地域との協働目標達成】 

★学校運営協議会との連携    ★宇佐ブロック連携の取組 

育成を目指す資質・能力   自己理解・自己管理能力 

生きて働く 
「知識及び技能」の習得 

未知の状況にも対応できる「思考 
力、判断力、表現力等」の育成 

学びを人生や社会に生かそうとする
「学びに向かう力、人間性等」の涵養 

確かな学力の定着 
主体的に関わりながら考えを深

め表現・行動する力の育成 

主体的・協働的に取り組み、より

よい学校・社会を創る力の涵養 


